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第1章 計画の概要 

1-1 計画の目的 

スポーツ活動の場となるスポーツ施設は、施設の老朽化の進行と厳しい財政状況の中で、安

全な施設の持続的な提供が困難となることや、少子高齢社会の到来により、地域ごとに求めら

れるスポーツ施設の量や質が変化していくことが想定されている。 

これらの課題は、生涯スポーツ社会の実現を目指して本町が取り組んでいる「ひとり１スポ

ーツ」や健康づくりの推進、競技スポーツの充実を図るために、計画的に対応していくことが

不可欠であり、そのためには将来を見据えた本町らしいスポーツ施設の配置やあり方、有効活

用について検討を進める必要がある。 

本計画は、町民のライフステージに応じたスポーツ活動の推進とその環境整備に向け、スポ

ーツ交流による交流人口の拡大も視野に、適正なスポーツ施設のあり方を検討し、本町の中長

期的なスポーツ施設の配置・活用計画を策定するものである。 

白糠町では、公共施設等総合管理計画を令和 8 年度から令和 17 年度までの 10 年間を計画期

間として策定しました。これに合わせて、本計画の期間は令和 8年度から令和 17年度までの 10

年間とします。 

1-2 計画の対象施設 

白糠町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例（平成２７年白糠町条例）第２条に定める

スポーツ施設。 

表 1-1 対象施設 

施設名 備考 

白糠町総合体育館  

白糠町温水プール  

白糠町スポーツ広場  

多目的運動広場  

白糠町テニスコート  

白糠町西庶路テニスコート  

白糠町武道館  

白糠町営野球場  

白糠町白糠スケートリンク 解体予定 

白糠町庶路スケートリンク 解体予定 

しらぬかパークゴルフインチャロ  

多目的交流施設  

逍遥公園パークゴルフ場  

駒の里ふれあい広場パークゴルフ場  

白糠町庶路パークゴルフ場  
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第2章 スポーツ施設の状況把握 

2-1 町内スポーツ施設の状況把握 

2-1-1 町内スポーツ施設の概要 

白糠町内には白糠駅北に「白糠町総合体育館」「白糠町温水プール」「白糠町スポーツ広場」

「多目的運動広場」「白糠町テニスコート」「逍遥公園パークゴルフ場」によるスポーツ拠点が

形成されている。 

また、白糠市街と庶路市街にそれぞれパークゴルフ場やテニスコートが点在している。 

表 2-1 町内スポーツ施設の概要 

施設名 所在地 

白糠町総合体育館 白糠町東 2 条北 3 丁目 1 番地 1 他 

白糠町温水プール 白糠町東 2 条北 3 丁目 1 番地 2 

白糠町スポーツ広場 白糠町東 2 条北 3 丁目 1 番地 1 他 

多目的運動広場 白糠町東 2 条北 3 丁目 1 番地 1 他 

白糠町テニスコート 白糠町東 2 条北 3 丁目 1 番地 1 

白糠町西庶路テニスコート 白糠町西庶路東 1 条北 1 丁目 4 番地 22 他 

白糠町武道館 白糠町西 5 条北 2 丁目 1 番地 1 

白糠町営野球場 白糠町和天別 1852 番地 10 

白糠町白糠スケートリンク 白糠町西 2 条南 3 丁目 1 番地 4 

白糠町庶路スケートリンク 白糠町西庶路東 3 北 2 丁目 1 番地 3 

しらぬかパークゴルフインチャロ 白糠町西 1 条北 11 丁目 1 番地 3 

多目的交流施設 白糠町茶路基線 20 番地 10 

逍遥公園パークゴルフ場 白糠町東 2 条北 4 丁目 3 番地 1 他 

駒の里ふれあい広場パークゴルフ場 白糠町和天別 846 番地 1 他 

白糠町庶路パークゴルフ場 白糠町庶路宮下 2 丁目 8 番地 9 他 
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図 2-1 町内スポーツ施設位置図（白糠市街地） 

 

図 2-2 町内スポーツ施設位置図（庶路市街地） 
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第3章 スポーツ施設のあり方に関わる上位・関連計画の整理 

今後のスポーツ施設のあり方について、本町の総合計画や社会教育中期計画のほか、国のス

ポーツ基本計画等の基本的考え方を整理する。 

 

3-1 スポーツ基本計画（文部科学省（2022.3）） 

(1) 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策 

重点施策 政策目標 具体的施策 

多様な主体における

スポーツの機会創出 

国民のスポーツ実施率を向上させ、日々の

生活の中で一人一人がスポーツの価値を享

受できる社会を構築する。 

 広く国民一般に向けたスポーツを実

施する機会の創出 

 学校や地域における子供・若者のスポ

ーツ機会の充実と体力向上 

 女性、障害者、働く世代、子育て世代

のスポーツ実施率の向上 

 大学スポーツ振興 

スポーツ界における

ＤＸの推進 

スポーツ界においてＤＸを導入すること

で、様々なスポーツに関する知見や機会を

国民・社会に広く提供することを可能とし、

スポ―ツを「する」「みる」「ささえる」の実

効性を高める。 

 先進技術・ビッグデータを活用したス

ポーツ実施の在り方の拡大 

 デジタル技術を活用した新たなビジ

ネスモデルの創出 

国際競技力の向上 

我が国のアスリートが国際競技大会等にお

いて優れた成績を挙げることを目標として

ひたむきに努力し、試合で躍動する姿は、

国民の誇りや喜び、感動に繋がり、国民の

スポーツの関心を高めるものであり、これ

を通じて国に活力をもたらすものであるこ

とから、（公財）日本オリンピック委員会（Ｊ

ＯＣ）及び（公財）日本パラスポーツ協会日

本パラリンピック委員会（ＪＰＣ）と連携

し、各ＮＦが行う競技力向上を支援する。 

そうした取り組みを通じ夏季及び冬季それ

ぞれのオリ・パラ競技大会並びに各競技の

世界選手権等を含む主要国際大会におい

て、過去最高水準の金メダル獲得数、メダ

ル獲得総数、入賞数及びメダル獲得競技数

等の実現を図る。 

 中長期の強化戦略に基づく競技力向

上を支援するシステムの確立 

 アスリート育成パスウェイの構築 

 スポーツ医・科学、情報等による多面

的で高度な支援の充実 

 地域における競技力向上に支える体

制の構築 

スポーツの国際交流・

協力 

スポーツの国際交流・協力を進めることで、

スポーツ界における我が国の国際的な位置

づけを高めるとともに、スポーツを通じた

国・地域・人々のつながりを強める。 

 国際スポーツ界への意思決定への参

画 

 スポーツ産業の国際展開 

 スポーツを通じた国際交流・協力の促

進 

 国際競技大会の招致・開催に対する支

援 

 オリ・パラ教育の知見・経験等を活か

した教育活動の展開 
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スポーツによる健康

増進 

地域住民の多様な健康状態やニーズに応じ

て、関係省庁で連携しつつ、スポーツを通

じた健康増進により健康長寿社会の実現を

目指す。また、厚生労働省の策定する「健康

日本 21」に掲げる健康寿命の延伸に、スポ

ーツ実施率の向上を通じて貢献する。 

 健康増進に資するスポーツに関する

研究の充実・調査研究成果の利用促進 

 医療・介護、民間事業者・保険者との

連携を含む、スポーツによる健康増進

の促進 

スポーツの成長産業

化 

スポーツ市場を拡大し、その収益をスポー

ツ環境の改善に還元し、スポーツ参画人口

の拡大につなげるという好循環を生み出す

ことにより、スポーツ市場規模 5.5 兆円を

2025 年までに 15 兆円に拡大することを目

指す。 

 

スポーツによる地方

創生、まちづくり 

全国各地で特色のある「スポーツによる地

方創生、まちづくり」の取組を創出させ、ス

ポーツを活用した地域の社会課題の解決を

促進することで、スポーツが地域・社会に

貢献し、競技振興への住民・国民の理解と

支持を更に広げ、競技振興と地域振興の好

循環を実現する。 

 スポーツによる地方創生、まちづくり 

 周辺地域の整備と調和のとれた国立

スポーツ施設の民間事業化の推進 

 

スポーツを通じた共

生社会の実現 

誰もが「する」「みる」「ささえる」スポーツ

の価値を享受し、様々な立場・状況の人と

「ともに」スポーツを楽しめる環境の構築

を通じ、スポーツを軸とした共生社会を実

現する。 

 障害者スポーツの推進 

 スポーツを通じた女性の活躍促進 

 

担い手となるスポー

ツ団体のガバナンス

改革・経営力強化 

スポーツの機会提供等の主要な担い手とな

るスポーツ団体のガバナンス改革・経営力

強化を図ることで、国民がスポーツに関わ

る機会の安定的な確保に資する。 

 

スポーツの推進に不

可欠な「ハード」「ソフ

ト」「人材」 

国民がスポーツに親しむうえで不可欠とな

る「ハード（場づくり）」「ソフト（環境の構

築）」「人材」といった基盤を確保・強化する

ため、場づくりや環境の構築、スポーツに

関わる人材の育成等を進める。 

 地域において、住民の誰もが気軽にス

ポーツに親しめる「場づくり」の実現 

 地域のスポーツ環境の構築 

 スポーツに関わる人材の育成と活躍

の場の確保 

スポーツを実施する

者の安全・安心の確保 

スポーツを実施する者が、本人の希望しな

い理由等でスポーツから離れたり、スポー

ツに親しむ機会を奪われたりすることがな

いよう、スポーツを実施する者の心身の安

全・安心を確保する。 

 スポーツ指導における暴力・虐待等の

根絶 

 アスリートに対する誹謗中傷・写真や

動画による性的ハラスメントの防止 

 スポーツ事故・スポーツ障害の防止 

スポーツ・インテグリ

ティの確保 

我が国のスポーツ・インテグリティを高め、

クリーンでフェアなスポーツの推進に一体

的に取り組むことで、国民・社会がスポー

ツの価値を十分に享受できるような取組を

進める。 

 スポーツ団体のガバナンス強化・コン

プライアンスの徹底 

 紛争解決制度の整備 

 ドーピング防止活動の推進 
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3-2 スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（スポーツ庁（2018.3）） 

(1) スポーツ施設のストック適正化の必要性 

① 適切なスポーツ環境の整備とストック適正化の必要性 

 これまで、公共スポーツ施設の整備は、施設の整備目的が明確になっていなかったり、整備後の維持

管理費や運営経費、利用料金収入を事前に想定していなかったりする状態のまま建設が行われ、十分

に活用されずに老朽化に伴って維持管理費が増加していくようなケースも多い。 

 現在も各地でスポーツ施設の整備が行われているが、十分な検証と計画に基づいた整備が行われて

いない場合も少なくない。 

 スポーツ施設の新規整備に取り組む前に、既存施設の運用改善を図るとともに、地方公共団体ごとに

どのような施設がどの程度必要になるのか、将来の人口動態やスポーツの実施状況、スポーツ施設の

利用状況等を踏まえた計画を策定する必要がある。 

 施設の老朽化や財政負担を考えれば、人口減少に伴い施設数が減少することも想定される。そのよう

な状況下において、どういったスポーツ環境をどのように地域に適切に提供していくのか、早期に検

討を進めることが必要である。 

② スポーツ施設の安全確保 

 スポーツ施設の管理者は、施設に起因する事故について日頃より十分な情報収集を行うとともに、そ

のような事故が発生しないよう施設を健全な状況に維持し、危険が予見される場合には使用の一時

中止を行うなど適切な対応が必要となる。 

 スポーツ施設の老朽化によって、一般に事故の発生リスクは高まると考えられる。指定管理者制度の

採用や業務委託を行っていたとしても、施設の所有者である地方公共団体が施設の安全確保に努め

なければならない。 

 

(2) スポーツ施設のストック適正化に関する基本的な考え方 

① 様々な施設種別がある 

 必要なスポーツ施設を人口当たりの施設数等で全国一律に定めることは難しく、地域の実情に応じ

て決定していく必要がある。 

② 目的に応じて最適な施設の規模や仕様が異なる 

 一定規模以上の競技大会等を開催できる規模の施設は、地域住民が日ごろの運動のために利用する

には過剰な施設になっている可能性がある。このような施設は整備費、維持管理費共に高くなる傾向

にあり、それらに見合う利用が行われているかどうか検証し、近隣地方公共団体との共有化を図るな

ど、整備・保有することについて慎重に検討すべきである。 

 スポーツ実施率向上や生涯スポーツの観点からは、地区ごとに小規模なスポーツ施設があることが

望ましい場合も考えられる。このような検討を行い、地域住民全体にとって、最適な投資が行われる

ようストック適正化が進められることが望ましい。 

③ 利用料金の見直しも含めて検討することができる。 

 スポーツ施設をより長期間、安全に利用できる状況を維持するためであれば、利用料金について柔軟

な検討、運用を行う必要がある。 

 施設の利用料金見直しに当たっては、施設の運営維持管理・更新コストについて十分な情報公開を行

い、利用者に対する合意形成を図っていく必要がある。 
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④ 防災施設として位置付けられている 

 スポーツ施設の多くは、避難所、避難場所、防災拠点等として、災害時に使用することになっており、

備蓄や貯水等の機能を有している場合がある。 

 このような施設は、施設の老朽化や利用状況といったスポーツの観点とは別に、防災部局と連携し、

防災上の位置付けを踏まえた検討が必要である。この際、耐震化を進めることはもとより、更衣室や

トイレ等の機能の面でも、災害時の対応が可能となるような強化を進めることが望ましい。 

⑤ 周辺地方公共団体や民間との連携がしやすい 

 広域連携により、周辺地方公共団体や都道府県とそれぞれが保有するスポーツ施設の役割分担を行

ったり、既存の民間施設の利用を促したりすることにより、地方公共団体が自ら多様なスポーツ施設

を保有する必要がない可能性がある。 

 特に大会等を開催するための施設については、大会の広域開催等を図りつつ、施設保有の役割分担を

図ることが必要である。 

⑥ 学校内に多くのストックが存在している 

 スポーツ施設のうち、６割が小中高等学校等に潜在的に存在している。 

 ストック適正化の検討に当たっては、既存ストックである学校体育施設の活用を同時に検討すべき

である。特に、地域住民が日頃の運動のために利用する施設については、学校施設の開放による対応

を積極的に図っていくことが望ましい。 

⑦ 所管が複雑である 

 地方公共団体が所管する主なスポーツ施設には、社会体育施設、社会教育施設に付帯するスポーツ施

設、都市公園内の運動施設があり、さらに、学校、港湾、農業、福利厚生等の関連部局の所管施設も

想定される。 

 スポーツ施設以外にも公民館や集会所等がスポーツの場として利用されている。身近にスポーツに

親しむことのできる環境の整備を検討するにあたっては、こういった所管や目的を越えて連携を図

り、検討する必要がある。 

⑧ PPP/PFIにより民間ノウハウの活用が見込まれる 

 スポーツ施設については、民間ノウハウを更に活用できるよう施設運用等における自由度を認める

ことにより、利用者に対するサービスの向上と財政負担の軽減を図ることが可能である。 

 ストック適正化の検討に当たっては、より運用の自由道の高い指定管理者制度やコンセッション方

式等の PFI の導入等により、利用者に対するサービスの向上やコスト削減の可能性を検討すべきで

ある。 
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3-3 白糠町第８次総合計画（白糠町（2023.3）） 

（1）施策の体系 

白糠町第８次総合計画におけるスポーツの分野において「施策分類」による方針が示され、更

にそれらの施策を細分化した「施策小分類」が示されている。 

●希望あふれる人づくり ～教育・文化分野 

施策分類 施策小分類 

スポーツ活動の充実 

 スポーツ施設の整備 

 スポーツ・レクリエーション

活動の充実 

 スポーツ・レクリエーション

の指導・普及 

 

（2）スポーツ施設に関連する施策 

教育・文化分野の施策分類「スポーツ活動の充実」の中で記載されている、スポーツ施設に関

連する施策について、具体内容を記載する。 

① スポーツ施設の整備 

取組 内容 

総合体育館の改修 

 アリーナ床面の改修 

 屋内・外装の改修 

 給湯・暖房ボイラーの改修 

 音響設備の改修 

 キッズルームの改修 

 駐車場の舗装整備 

 ストリートスポーツ施設の整

備 

白糠スケートリンクの改修  コースの改修  

庶路パークゴルフ場の用地取得  賃借用地の購入の検討  

テニスコートの改修 
 全天候型コートの改修 

 外周フェンスの改修 

 

パークゴルフ場の芝管理  各パークゴルフ場の芝管理  

スポーツ施設の管理運営 
 指定管理者によるスポーツ

施設の管理運営 

 管理運営用車両の購入 

屋外運動場の整備  屋外運動広場の整備計画  
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② スポーツ・レクリエーション活動の充実 

取組 内容 

総合型地域スポーツクラブ育

成・支援 

･ スポーツクラブの育成、支援  

スポーツ推進審議会の運営 ･ スポーツ推進計画の審議  

スポーツ協会の運営支援 

･ スポーツの日記念各種大会

の開催 

･ 駅伝大会の開催 

･ スポーツ協会表彰式の挙行 

･ 加盟団体の育成と事務支援 

スポーツ振興に関する資料の

収集及び提供 

･ 各種スポーツに関する資料

収集 

･ 広報誌、町ホームページの活

用等による情報提供 

各種スポーツ機関との連携 ･ 釧路地方広域スポーツセンター協議会への加盟 

学校施設の開放 ･ 学校の屋内外運動場の開放  

スポーツ推進助成事業 ･ 全国・全道大会などの出場に係る交通費、宿泊費の助成 

町技スポーツへの支援 ･ 町技バレーボール、バドミントンへの支援 

③ スポーツ・レクリエーションの指導・普及 

取組 内容 

生涯スポーツの推進 

 ゲートカーリングなど軽ス

ポーツの推進 

 ニュースポーツなどの推進 

 講習会及び出前教室の開催 

 ゲートカーリング大会の開催 

 野外スポーツ、ウオ―キングな

どの推進 

競技スポーツの推進 

 スポーツ指導者向け研修会 

の開催 

 子どもスポーツ教室の開催 

 強化練習、合宿等への支援 

 大会情報の発信 

 スポーツ国際交流員の配置 

体力・運動能力テストの開催 
 新体力テスト  運動能力テスト（チャンピオン

ピック） 

少年団・指導者の養成と充実 
 スポーツ推進委員会への運

営支援 

 スポーツ少年団本部への運営

支援 
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3-4 白糠町社会教育中期計画（白糠町教育委員会（2023.3）） 

(1) 基本計画 

白糠町社会教育中期計画におけるスポーツ分野では、「施策分類」が示され、それぞれの施

策分類についての「課題解決のための方策」が示されている。 

 

節 施策分類 課題解決のための方策 

スポーツ活

動・体力づ

くりと健康 

体力づくりと健康づ

くりの推進 

 スポーツ活動の機会提供と支援 

 自主的な活動の支援 

 関係部署・機関との連携 

 スポーツに関する情報提供 

競技スポーツの推進 

 競技スポーツの環境整備と充実 

 スポーツ関係団体の主体的運営の支援 

 スポーツ大会等の充実 

 優秀な選手への顕彰 

スポーツ施設の充実 

 長寿命化のための日常的な点検と整備 

 スポーツ施設としての機能の充実 

 計画的な施設の整備 



 

11 

 

第4章 スポーツ施設の評価 

4-1 スポーツ施設の方向性に関する検討（１次評価） 

4-1-1 スポーツ施設の「安全性・機能性」の情報整理 

(1) 「安全性・機能性」の情報整理項目 

１次評価では「安全性・機能性」「経済性」「耐震性」について、下表のとおり施設の情

報を整理することで方向性を検討する。 

本項では、まず「安全性・機能性」について以下の項目について施設情報を整理する。 

 

表 4-1 「安全性・機能性」の情報整理項目 

項目 細目や情報整理内容 

安全性  老朽化率(経過年数/構造別の耐用年数) 

 躯体の安全性 

 屋根及び外壁の劣化状況 

機能性  室空間の問題、内装の劣化状況等 

 室内環境及び設備の整備・劣化状況 

 バリアフリートイレ、玄関スロープ等の設置状況 

法令への適合状況  建築基準法：定期点検報告 等 

 消防法：消防用設備等点検の報告 等 

屋外スポーツ施設の状況  舗装の健全度 

 付帯施設の健全度等 

スポーツ施設の安全対策  屋内フロアー、屋外コートの状況等 

 AED 等の設置状況 
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(2) 「安全性・機能性」の評価結果 

劣化状況の調査を基に「基礎情報」において、項目分類された「安全性」「機能性」「法

令への適合状況」「屋外スポーツ施設の状況」「スポーツ施設の安全対策」ごとに「A・B・

C・D」の４段階評価を行った。 

上記の「劣化状況の調査」及び「項目ごとの調査」をもとに、「安全性・機能性」につ

いて「Ａ」又は「Ｂ」の評価を行った。 

表 4-2 劣化状況調査の評価基準 

評価 評価基準 

Ａ 
 全体的に健全である。 

 緊急の修繕の必要がないため、日常の維持保全で管理するもの。 

Ｂ 

 全体的に健全だが、部分的な劣化が進行している。 

 緊急の補修の必要性はないが、維持保全での管理の中で、劣化部分について定期的な

観察が必要なもの。 

Ｃ 

 全体的に劣化が進行している。 

 現時点では重大な事故につながらないが、利用し続けるためには部分的な補修、若し

くは更新が必要なもの。 

Ｄ 

 全体的に顕著な劣化がある。 

 重大な事故につながる恐れがあり、施設の利用禁止あるいは、緊急な補修、若しくは

更新が必要とされるもの。 

 

表 4-3 安全性・機能性の判定基準 

評価 評価基準 

Ａ 

 全体的に健全である。または部分的な劣化が進行している。 

 緊急の修繕の必要がないため、日常の維持保全で管理するもの、または劣化部分につ

いて定期的な観察が必要なもの。 

Ｂ 

 全体的に劣化が進行している。 

 現時点では重大な事故につながらないが、利用し続けるためには部分的な補修、若し

くは更新が必要なもの。 
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表 4-4 安全性・機能性の判定結果 

注 1）-はデータなし。 

注 1）スポーツ広場、多目的運動広場、白糠町テニスコート管理棟は、劣化状況調査による安全性・機能性の判定性

の判定結果後に整備された施設であることから判定は「未」とする。 
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(3) 「経済性」の評価結果 

表 4-5 「経済性」の判定基準 

内容 項目  細目 

 利用者数  スポーツ施設の利用者数 

利用者一人当たりの  収入 スポーツ施設の利用料金 

町負担額 町負担額 運営維持管理費 人件費、指定管理委託料等 

  光熱水費 電気、ガス、水道、下水道、燃料費 

   

前項の「安全性・機能性」の評価において、「Ｂ」と評価された施設について評価を行

う。施設の収入と運営維持管理費、施設の光熱水費と年間利用者数を算出し、利用者当

たりの町負担額を算出した。 

利用者当たりの町負担額について、偏差値 30以上の施設を「高」、30未満の施設を「低」

と判定する。 

 

表 4-6 経済性の判定結果 

 
注 1）-はデータなし。 

注 2）※1 駒の里ふれあい広場パークゴルフ場、白糠町庶路パークゴルフ場を合計した値 

注 3）※2 白糠町西庶路テニスコートについては、利用者数が０人のため、利用者当たりの町負担額を算出すること

ができない。評価は「低」とする。 

注 4）※3 白糠町スポーツ広場、白糠町営野球場については、利用者数が不明であるため、利用者当たりの町負担額

を算出することができないが、日頃より利用されている施設であることから評価は「高」とする。 
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設計時の耐震基準の確認 

耐震診断の結果 

耐震補強の実施状況 

耐震性に問題あり 耐震性に問題なし 

4-1-2 スポーツ施設の「耐震性」の情報整理 

(1) 「耐震性」の情報整理項目 

「耐震性」については下表の項目について施設情報を整理する。 

表 4-7 「耐震性」の情報整理項目 

項目 細目 

設計時の耐震基準  旧耐震基準(S56 年以前)または新耐震基準 

耐震診断  旧耐震基準（S56 年以前）による建築物である場合、診断の実施の有無 

 診断結果から耐震改修の必要性の有無 

耐震改修  耐震改修の実施の有無 

 

 

(2) 「耐震性」の評価結果 

耐震診断を実施している建物のうち、「耐震改修の必要性がない」と診断された建築物

は「耐震性に問題なし」と評価した。耐震診断を実施している建築物のうち、「耐震改修

の必要性があり」と診断され、耐震改修が未実施の場合、「耐震性に問題あり」と評価し

た。 

旧耐震基準（S56年以前）で設計された建物は耐震診断の実施が必要であるため、その

実施の有無及び耐震診断結果を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 耐震性の判定フロー 

 

  

補強の必要なし 

新耐震基準 未確認 

未実施 

未実施 実施済み 

補強の必要あり 

旧耐震基準 
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表 4-8 耐震性の判定結果 
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4-1-3 施設の方向性に関する検討結果（１次評価結果） 

(1) １次評価の方法 

「安全性・機能性」「経済性」「耐震性」の評価視点から、下図のフローチャートに基づ
き、施設の方向性及び整備手法を検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2 個別施設の方向性の検討（1 次評価） 
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（2）１次評価の結果 

１次評価の結果は以下のようになった。 

表 4-9 １次評価の結果（まとめ） 

施設名 
安全性 

機能性 

経済性 

（利用状況） 
耐震性 施設の方向性 

白糠町総合体育館 Ａ ― あり 維持（長寿命化） 

白糠町温水プール Ａ ― あり 維持（長寿命化） 

白糠町スポーツ広場 Ａ 高 ― 維持（長寿命化） 

多目的運動広場 Ａ ― ― 維持（長寿命化） 

白糠町テニスコート Ａ 高 あり 維持（長寿命化） 

白糠町西庶路テニスコート Ｂ 低 ― 改廃 

白糠町武道館 Ａ ― あり 維持（長寿命化） 

白糠町営野球場 Ｂ 高 あり 改善（機能改修） 

白糠町白糠スケートリンク Ｂ 高 あり 解体予定 

白糠町庶路スケートリンク ― ― ― 解体予定 

しらぬかパークゴルフインチャロ Ａ ― あり 改善（機能改修） 

多目的交流施設 Ａ ― あり 維持（長寿命化） 

逍遥公園パークゴルフ場 Ａ ― ― 維持（長寿命化） 

駒の里ふれあい広場パークゴルフ場 Ｂ 高 ― 改善（機能改修） 

白糠町庶路パークゴルフ場 Ｂ 高 ― 改善（機能改修） 
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4-2スポーツ施設の環境評価（２次評価） 

4-2-1施設の基本方針に関する検討（２次評価） 

（1）２次評価の方法 

２次評価では、下図のとおり１次評価の「施策の方向性」に加えて、スポーツ環境の評

価に基づき政策優先度を判断し、「基本方針」を検討する。 

「基本方針」は、「機能保持」「総量コントロール※」の２区分とする。ただし、既存施

設の有効活用等を充分に検討した上でも政策優先度を満足できない場合には、財政間状

況も勘案した上で「施設不足の解消」についても検討する。 

２次評価 

２次評価では、下図のとおり１次評価の「施設の方向性」に加えて、スポーツ環境の評

価に基づき政策優先度を判断し、「基本方針」を検討した。 

 

 

図 4-3 個別施設の基本方針の検討（２次評価） 

 

※「総量コントロール」 

  将来的に維持管理し続けることが困難と思われる施設について、廃止や転用の時期、方法につい

て検討する。 
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（2）２次評価の結果 

「十分な利用者がいる」と判定された施設もしくは、「広域的な利用がされている」と

判定された施設を政策優先度が高いと判定した。 

 

表 4-10 ２次評価の判定結果 

施設名 
十分な利用者

がいる 

広域的な利用

がされている 
政策優先度 

白糠町総合体育館 ○ ○ 高 

白糠町温水プール ○ ○ 高 

白糠町スポーツ広場 ○ ○ 高 

多目的運動広場 ○  高 

白糠町テニスコート ○  高 

白糠町西庶路テニスコート    低 

白糠町武道館 ○  高 

白糠町営野球場 ○  高 

白糠町白糠スケートリンク ○  解体予定 

白糠町庶路スケートリンク ― ― 解体予定 

しらぬかパークゴルフインチャロ ○ ○ 高 

多目的交流施設 ○ ○ 高 

逍遥公園パークゴルフ場 ○ ○ 高 

駒の里ふれあい広場パークゴルフ場 ○  高 

白糠町庶路パークゴルフ場 ○  高 
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第5章 スポーツ施設の活用方針と将来配置 

5-1 スポーツ施設の活用方針 

5-1-1 評価結果に基づく施設の基本方針 

スポーツ施設の１次評価と政策優先度（２次評価）を２軸とするマトリクス表に整理すると

下図のとおりである。 

 

 

 

図 5-1 個別施設の基本方針（評価結果） 
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5-1-2 適用手法の考え方 

１次評価と政策優先度を２軸とするマトリクス表（前頁）に対応する「適用可能な手法」は

下図のとおり想定される。 

個々のスポーツ施設の現状や施設分布、改善課題や評価結果に基づき、下図の「適用可能な

手法」の中から個々の施設に適した手法および今後の具体的な対策内容を検討し、「施設の活用

方針（案）」として整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 基本方針ごとの適用手法 

図出典：スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（スポーツ庁、2018 年 3 月） 
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持

改
善

改
廃

低い 高い

不足

機能保持

総量コントロール

建替再整備

不足施設の解消

自己財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

自己財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

自己財源の確保

維持管理の効率化

長寿命化

機能改修

耐震改修

集約化

複合化

用途転用

廃止

地域性（必要性やニーズ等）を
勘案し、集約化・複合化・用途転
用の可能性がない場合。

代替施設の活用

新規整備

地域性を勘案し、代替施設とな
りえる施設が周辺に存在しない
場合や代替施設を活用しても不
足する場合。
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表 5-1 適用手法の内容 

基本 

方針 
手法 内容 対策・留意点 

機能 

保持 
財源の確保 

地方公共団体の財源以外で財源

確保する。 

・指定管理者への委託による収益性

の向上 

 
維持管理の

効率化 

効率的な運営方法や管理方法を

取り入れる。 

・指定管理者への委託による効率的

な管理運営 

 

長寿命化 

（計画的 

保全） 

建物の耐用年数を定め、その期

間適切な施設の保全が行われる

よう計画的な対応を行う。 

・施設整備計画の策定 

・施設に起因する事故等のリスクを

回避するための予防保全 

 機能改修 
経年劣化や社会的劣化に対応し

た改修を行う。 

・構造体、仕上げ、設備等の経年劣化

に対応した改修 

 耐震改修 
建物の耐震性を確保するために

改修を行う。 
・耐震補強、耐震改修 

 建替再整備 
同等の機能を有する施設を整備

する。 

・各種制度を活用した施設整備の検

討 

総量 

コン 

トロ 

集約化 既存の同種の施設を統合する。 
・利用状況や立地等を踏まえた同種

のスポーツ施設の集約化の検討 

ール 
複合化 

スポーツ施設以外の施設の機能

を有した施設と複合化する。 

・文教施設など周辺公共施設の改築

とあわせた複合化 

 用途転用 
施設を改修し、他の施設として

利用する。 

・スポーツ施設としての優先度が低

く、周辺でスポーツ以外の機能が強

く要請されている場合に検討 

 廃止 施設を解体・撤去する。 
・用途転用の必要性も無い場合に検

討 

施設 

不足 

代替施設の

活用 
町内施設の活用 

・学校体育施設の一般開放（学校開

放） 

の 

解消  他団体施設の活用 
・釧路市との定住自立圏形成協定に

よるスポーツ施設の相互利用 

 新規整備 新たに施設を整備する 

・既存施設や代替施設の活用を図っ

ても適切なスポーツ環境を提供で

きない場合に検討 

「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（スポーツ庁、2018 年 3 月）」をもとに再整理 
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5-1-3活用方針案 

評価結果に基づく「基本方針」と、基本方針ごとの「適用可能な手法」を踏まえ、各施設の

活用方針案を以下のとおりとする。 

 

表 5-2 各スポーツ施設の活用方針案 

施設名 基本方針 活用方針 

白糠町 

総合体育館 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで施設機能を保持していく。 

白糠町 

温水プール 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで施設機能を保持していく。 

白糠町 

スポーツ広場 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで施設機能を保持していく。 

多目的運動広場 機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

白糠町 

テニスコート 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

白糠町西庶路 

テニスコート 

総量コント

ロール 
・町内テニスコートの利用実態に応じて検討する。 

白糠町武道館 機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

白糠町営野球場 機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

白糠町白糠 

スケートリンク 

総量コント

ロール 
・Ｒ８解体予定 

白糠町庶路 

スケートリンク 

総量コント

ロール 
・Ｒ８解体予定 

しらぬか 

パークゴルフ 

インチャロ 

機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

多目的交流施設 機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

逍遥公園 

パークゴルフ場 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

駒の里 

ふれあい広場 

パークゴルフ場 

機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 

白糠町庶路 

パークゴルフ場 
機能保持 ・施設の長寿命化を図ることで機能を保持していく。 
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表 5-3 各スポーツ施設の耐用年数及び経過年数 
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5-2スポーツ施設整備の事業予定 

表 5-4 スポーツ施設整備事業予定 

 


